
いつもありがとうございます。 

W31 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

7 /20（月）祝日の為お休みさせて頂きます（営業事務課：原田 香織） 

 

7/20（月）は、祝日によりお休みさせて頂きます。 

本社はお休みの為、受注・追加・キャンセル等をお受けする事は出来ません。 

 

ご調整の程宜しくお願い致します。 

 

 

・2026年 お盆休みの発注書スケジュール予定 

 

夏期休暇：8/13（木）～8/16（日） 

※8/11（火）(納品:8/12(水) )は、出荷致します。 

本社はお休みの為、受注・追加・キャンセル等をお受けする事は出来ません。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

【発注書・配信スケジュール】 

ｗ31（7/28～8/2納品）：配信・・・ 7/17 (金)  〆切・・・ 7/23（木）←今回 

ｗ32（8/ 4～8/10 納品）：配信・・・ 7/24（金）〆切・・・ 7/28（火） 

ｗ33（8/11～8/17納品）：配信・・・ 7/28（火）〆切・・・ 7/31（金） 

ｗ34（8/18～8/24納品）：配信・・・ 7/31（金）〆切・・・ 8 / 4（火） 

ｗ35（8/25～8/31納品）：配信・・・ 通常通り 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

発注書の配信スケジュールは、弊社仕入先様次第により、多少前倒しになります。 



・売り込み時のお盆に向けて今から準備を！中国産 産地トレース可能 松茸 

（有安海） 

 

松茸は、良くも悪くも大変なシーズンばかりの商品でした。 

 

この松茸との出会いは 7年ほど前だったかと思うのですが、 

アルファーが取引している京都銀行からインポーターを紹介して頂いた時でした。 

その年の贈り物で、この画像のような立派な松茸を送ってもらいました。 

 

恥ずかしながら、私はそれまで松茸を触る機会がなかったため、 

どれほど価値がある松茸なのか、全くわかりませんでした。 

 



しかし販売開始した初年度、彦根市の企業さまでは、 

１店舗経営なのですが、 

毎週末 『売れすぎてしまったから追加してほしい』 と電話があるほどでした。 

松茸のみで、たった 1 か月で仕入れて頂いた金額は、 

なんと 43万円分ほどの価値がありました。 

 

これには、コロナ禍で不必要な外出を控えましょう…という風潮の影響も少なからずあり、 

娯楽や趣味に使えるお金が自粛させられてしまい、 

その分、比較的自由に使える食費を贅沢にという流れもありました。 

 

どんな要因であろうが、チャンスと捉えることが出来れば、 

お客さまへアピールするチャンスとなり、 

この B ランク商品の定着にも繋がり、新しい客層の集客の可能性を拡げ、 

得られる粗利額 UP にも繋がるように思います。 

 

輸入松茸を価値ある商品と判断し、本気になって取り組まれている企業さまは、 

流通価格に関係なく、例外なく取扱量が年々増加しております。 

 

 

この松茸の最大の特徴としては、なんと言っても、鮮度にあります。 

市場品を悪く言うつもりは一切ないのですが、 

市場品は収穫日はもちろん、その商品がいつ入荷したものなのか、 

把握が出来ないデメリットがあります。 

 

松茸も、相場価格が割と幅を利かせてしまっているため、 

需要期も大きく相場が高騰してしまうこともあり、 

数日間貯蔵し相場が上がってから販売することもあったそうです。 



 

しかし弊社が取り組ませて頂いているインポーターはというと、 

輸入してもらうすべての箱に、 

上の画像の様なトレースを可能とするラベルが貼られています。 

そのラベルからトレースできる項目としては、 

【収穫者】 【収穫日】 【収穫場所】 【鮮度】 に関する項目すべてで 

トレースが効くことです。 

 

この鮮度感というアドバンテージを取り入れ、 

A ランク B ランク商品を求めるお客さま向けに品揃えすることで、 

今来店していない客層を集客することが出来るようになると考えています。 

是非戦略的に捉えつつ、 

粗利額の最大化を狙えるような販売計画を立ててもらえると嬉しいです。 

 

・小粒の宝石、ミニトマトです。 

【北海道産  特別栽培 渡邊さんのミニトマト】 (販促部:吉田紗知子)  



昨年から、お取引が開始した 

北海道産  特別栽培 渡邊さんのミニトマト【アイコ・イエロー】が登場中です。 

 

各商品、色鮮やかで 並べると宝石のように輝いています。 

 

産地・北海道仁木町は、フルーツの町で知られていますが、 

このミニトマトも、フルーツ類のような鮮やかさです。 

 

夏場は、ミニトマトの鮮やかさが 料理を作る際にとても役立ちます。 

簡単・時短のメニューや、茶色くまとまってしまった時でも 

ミニトマトをちらせば、目がそちらに引かれて 

完成度がぐっと上がる事は不思議です。 

 

他に 小粒ながら、ビタミン類等も豊富で 

夏に負けない身体づくりという観点でも 

ミニトマトはオススメな商品になります。 

 

是非、ご検討ください。 

 

 

 



・トマトが大活躍する時期になりました 

岐阜県産 加藤さんの清見トマト (販促部：生島 麻亜子) 

 

 

火を使わないで作れるレシピは、 

夏の暑い時期は重宝されますが、 

 

 

トマトは過熱しても生でも、どちらでも美味しい食べ物ですので、 

私の家では暑い時期にはたくさん出てきます。 

 

火は使いたくないけど、味を変化させたい！ という方には、 

コト POP のように酢の物でもよいですし、 

皮を剥いて、めんつゆに一晩漬けると、 

トマトの皮と酸味が嫌いな私でも美味しく食べることができるので、 

トマトが苦手な方にもおすすめです。 

 

【 品種 】 

『 加藤さんの清見トマト 』 の品種は麗月です。 



 

麗月は丸型でキレイに赤く色付きしやすく、 

色付いてからも軟化するまでに日数がかかり、棚持ちが良いのが特徴になります。 

高温期に着花したとまとは、気温が下がり始める 9月～10月に割れやすいのですが、 

麗月は割れにくいように品種改良されています。 

 

また、高知の池一菜果園様によれば、 

これからの時期に出てくる夏秋トマトは、出だしのこの時期が一番美味しいそうです！ 

秋に向かっていくにつれて、夏の暑さにより樹が弱っていく為、味が落ちていってしまうようで、 

反対に冬春とまとは、冬の寒さに耐えて力が一番増す春が美味しいので、 

終盤が一番美味しくなります。 

 

 

 

【 美味しさの理由 】 



『 加藤さんの清見トマト 』 は 2015年から取り扱いを開始しているのですが、 

畑のある場所は、飛騨高山の奥深い場所にある、 

岐阜県高山市清見町の標高 600ｍの場所。 

 

同じ町内には 1,000m越えの峠が 2 か所もあるようで、 

地域全体が非常に標高が高いエリアにあり、 

いい野菜を作るための条件である昼夜の寒暖差が大きくなる地域です。 

 

植物は光合成で栄養を作っているのですが、 

同時に呼吸もするので、光合成で作った栄養もその時に消費していきます。 

 

日中は、『光合成＞呼吸』 なので栄養を増やしていけますが、 

夜間になるとこれが逆転して 『光合成＜呼吸』 となります。 

 

この時、日中に作った栄養を夜間に消費しきってしまっては栄養を蓄えられないため、 

夜間にどれだけ植物の呼吸を抑えられるか、 

ということが重要になり、昼夜の寒暖差が大事になるのです。 

呼吸を抑えられれば栄養の消費を抑えられるので、 

とまと本体に栄養を蓄えることができます。 

 

【 とまとのスケジュール 】 

※上記の表はあくまで予定ですので、 

天候や出荷量によっては予定が変更になる事をご了承ください。 



 

10月いっぱいまでの約 3 か月間は 

 『加藤さんの清見とまと』 と 有機栽培の 『谷下夫妻の飛騨川とまと』 を扱い、 

10月末か 11月に出てくる 『とさいずまとまと』 にバトンタッチするという予定です。 

 

山中で栽培しているため、当然水も綺麗であり、いい野菜を作るための 

 土・気温・水・生産者 が揃っている 『加藤さんの清見トマト』 を、 

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

・これこそ循環農法。 (吉田麻衣)  

今期からご案内している、森下さんの朝来の白ねぎ。けっこう好評です。 

 

品質としての糖度測定、硝酸態窒素測定では上記の表のように、 

だいぶいい数値を持っています。 

この数字は 5月の数字なので、寒くなってからはより一層期待できる数字になります。 

           

ここからは、商品というか森下農園様の説明。 

タイトルには循環農法と書きましたが、 

先日取材した時に正にその通りな説明を受けました。 



           

肥料に牛の堆肥を使っているそうなんですが、 

この堆肥は地元の畜産農家さんが育てている丹波牛の堆肥だそうです。 

その畜産農家さんは農産物の栽培にも詳しく、 

未熟な堆肥では害虫や病気が発生しやすいのですが、 

きちんと完熟したものを森下さんに提供します。 

 

森下さんはこの完熟堆肥を使用することにより、かつてよりも味も良く、 

丈夫なネギができるようになったそうです。 

その畜産農家さんは国産の餌を飼料に使いたいというこだわりがあるそうで、 

森下さんは白ねぎの栽培と同時に、牛の飼料としてソルゴーという作物を作り、 

提供します。 

           

完熟堆肥は微生物の餌になるのですが、その微生物が病原菌も食べてくれるので、 

使用する農薬を減らせます。 

ソルゴーは牛の餌にもなるのですが、畑にすき込んで土づくりに使う緑肥でもあります。 

また、線虫対策にも連作対策にもなるという、何だかとてもすごいもの。 

 

もともとこの畜産農家さんは、牛を増やしたいそうなのですが、 

糞の処理ができないと増やせないということで、堆肥作りを始めたそうです。 

ただ作るのではなく、野菜や果物を栽培する農家が求める品質を知るために、 

色々農作物を研究したらしく、本人曰く 『究極の堆肥』 だそうです。 

           

森下さんにしても上記のようにこの堆肥を使うことによりネギの状態がよく、 

連作対策の為のソルゴーが更に畑の状態をよくしてくれるし、 

牛の餌にもなるという地域の循環をお互いにうまく支えています。 

 



 

森下さんの白ねぎは現状、通年で提供できる用意がほぼ完了しています。 

年末だけは需要が追いつかない可能性があるので、 

既にアルファ―で昨年話をしていた企業様の分は現段階で話はざっくりとですが 

つけています。年末まで 5 か月、 

その間に実績ができてくれば年末までの間に予定を教えてくれれば準備は可能です。 

それ以外ではよほどの天候ではない限り、途中で切れるということはほぼなさそうです。 



 

そんな今のねぎ相場はこちら。 

7月 14日までのデータしか反映されていないので、赤いグラフの先っちょは 

まだ大きく変化する可能性もありますが、東京ではまぁ例年通り、 

大阪ではちょっと高い感じです。 

           

 

・松茸情報 2026/7/16現在  

(株式会社パシフィックコーポレーション:社長 彦坂嘉男) 

 

 ●中国産 産地状況  

現在  現在の出荷量は、雲南が 2 トン。 

四川他が 7 トン、チベット 0.5 トン、合わせて、日量約 9.5 トンです。 

増えて来てはいますが、昨年は同時期 14.5 トンよりは少なく、 

雲南がまだ少ない状況です。  

反対に今年は、四川が昨年に比べて順調です。  



 

早く出ると早く終わる傾向なので、この時期は、遅れても問題ありません。  

価格は、昨年に比べて中国側も不景気、 

日本側も暑さや引き続きの円安で動きは良くなく、  

順調に下げてきており、販売しやすい価格になってきました。 

このペースで、お盆までは、行くと予想しています。  

 

日本の相場も、まだ売り場が少ない中で増えてきたので、 

混乱もありましたが、量販店が始まりだしたことで、 

落ち着きが出てくると思われます。  

今日の入荷は、約 0.8 トンとなります。 

各社が、スタートしたことで増えました。  

 

●日本市場  

各商社、ここからは、入荷は毎日と思います。  

お盆に向けて、日々入荷量も増えてきます。  

品質は、安定しています。 

まだ出始めで、つぼみ系が多く、開きは少ないです。  

 

●今後の動き  

当社も毎日入荷しています。 

価格も下がりましたので、少しずつ扱っていただくとありがたいです。  

特売等があれば、早い目に頂くと助かります。  

今年も、つぼみと中ツボ、開きも価格差がついての販売となります。  

引き続きご報告致します。よろしくお願いします 

 

 



・今週の栽培履歴報告 (中澤佐江子・中澤和大) 

 ■兵庫県産 森下さんの朝来の白ねぎ 

品目 白ネギ 

品種 羽根緑一本太, 項羽、白翠 

栽培概要 

栽培責任者 森下 省吾 

住   所 兵庫県朝来市山東町早田 217 

POP表記は削減率を出しません。(変動し保証できない) 

■栽培面積 全 420a 

栽培本数 24000粒/10a 

予想反収 2.5ｔ/10a 

4月～12月 やくの高原(15圃場) 

1月～3月 朝来市内の雪のふりにくい朝来町(4圃場)や 山東町(20圃場) 

200穴のセルトレーで 210枚(35a)を各月出荷する予定でまとめて播種。 

■台帳 NO. 3511 

■圃場：やくの高原 

収穫期間 2026/6/8 ～ 6/25  

品種：羽根緑一本太 

削減対象農薬 １4回 当地比 ５割減 

化学肥料（窒素成分） 16.3kg 当地比 6割減 

ネオニコチノイド農薬使用有り〇 

 

■台帳 NO. 3516 

■圃場： やくの高原 33-3 

収穫期間 2026/6/28 ～ 6/30 

品種：羽根緑一本太 

削減対象農薬 １7回 当地比 4割減 



化学肥料（窒素成分） 17.5kg 当地比 6割減 

ネオニコチノイド農薬使用有り〇 

 

■台帳 NO. 3518 

■圃場： やくの高原野間 26 

収穫期間 2026/7/4 ～ 7/15 

品種：項羽、白翠 

削減対象農薬 １7回 当地比 4割減 

化学肥料（窒素成分） 17.3kg 当地比 7割減 

ネオニコチノイド農薬使用有り〇 

 

■今季作柄 

降雨少なく、気温生育期 高く、干ばつ 

全体通し、晴天 

物理的対策 行っていない 

天候の影響：順調 雨が少ない 

病害虫の影響 やや悪い アザミウマ、ハモグリバエ 

実の大きさ 例年並み 

収穫時期： 早い 

コメント：雨が少ないのでいまのところゆっくり生育しているように見えます 

また、雨が少ないのでアザミウマ、ハモグリバエが多く、防除の回数が例年より多いです 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 ■北海道産 特別栽培 無限樹のミニトマト・キャロル 10 

品目 ミニトマト 

品種 キャロル 10 

特別栽培農産物 



栽培責任者 有限会社無限樹 辻 智也 

住  所 北海道苫前郡苫前町字三渓 87番地 

連 絡 先 0164-65-3783 

確認責任者 有限会社無限樹 大川 博文 

住  所 北海道苫前郡苫前町字三渓 87番地 

連 絡 先 0164-65-3783 

削減対象農薬 6回 当地比 7 割減 

化学肥料（窒素成分） 12.4kg 当地比 5 割減 

 

■台帳 NO. 3517 

栽培面積 20ａ 

栽培本数 2,000本/10ａ 

予想反収 5,000kg/10ａ 

収穫期間 2026/7/1 ～ 2026/10/30 

ネオニコチノイド農薬使用有り 

 

■昨年の実績 

（No.3395 と比較） 

栽培面積 昨年と同じ（20ａ） 

栽培本数 昨年と同じ（2,000本/10ａ） 

予想反収 昨年と同じ（5,000kg/10ａ） 

収穫期間 昨年と同じ（2026/7/1 ～ 2026/10/30） 

削減対象農薬 昨年と同じ（6回） 

化学肥料（窒素成分） 13.2kg から 12.4kg へ 

 

■今季作柄 

耕起期 降雨普通 気温普通 晴天 



定植期 降雨普通 気温普通 晴天 

 

生育期 降雨少ない 気温 干ばつ  

物理的対策:遮光被覆シート・循環ファン 結果:効果有り 

 

収穫期 降雨少ない 気温高い 干ばつ  

物理的対策:遮光被覆シート・循環ファン 結果:効果有り 

 

薬剤を使用しない土壌消毒 行っていない 

天候の影響 やや悪い 

病害虫の影響 良い 

実の大きさ 小玉傾向 

収穫時期 普通 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■兵庫県産 李さんの丹波ピーマン 

 品目 ピーマン 

 品種 京なみ 

 栽培概要 

 生産者 株式会社グリーンパス丹波農園 李 剣峰 

 住  所 兵庫県丹波市山南町篠場 272-2  

 

 削減対象農薬 18回 当地比 4 割減 

 化学肥料（窒素成分） 57.6kg 当地比 0 割減（表示しません） 

 

 ■台帳 NO. 3512 

 栽培面積 20ａ 

 栽培本数 2000本/10ａ 



 予想反収 4,000kg/10ａ 

 収穫期間 2026/6/15 〜 2026/12/15 

 ネオニコチノイド農薬使用有り 

 圃場：山崎県堤防側 10a の実績データです 

 

 ■昨年の実績 

（前作データなし） 

 

 ■今季作柄 

 耕起期 降雨多い 気温普通  

 播種期〜収穫期 降雨普通 気温普通   

 播種期：物理的対策:室内でエアコンとヒーターで調整しております。 

 コメント：また、物理的対策について、内容がハウスのものかなと思います。 

 露地栽培の為、その他を選択しております。 

 収穫期の内容については、まだの為あけております。 

 4月耕起期間中に雨が多かったため、定植が例年より遅れました。 

 そのため収穫も遅れております。 

 

 
��産地訪問 

 計画について話を伺いに産地に行ってきました。 

 丁寧に手入れの行き届いた大変綺麗な圃場でした。 

 中国から来られて２０年以上、人生の半分以上日本だとの事です。 

 敬虔なキリスト教徒で、日本語を真面目に学んだ経歴をお持ちです。 

 気さくな性格の方で、お母様が来日されたら手料理を食べにきてくださいと 

 お誘いを受け、嬉しくなりました。 

 アルファーの新しいスターの誕生です。 

 



・今週の成分測定レポート (吉田紗知子) 

 ■長野県産 百瀬さん パプリカ・パレルモ 

上段３種 パレルモ(パプリカ)、下段２種 パプリカ 

 

長野県・百瀬さんのパプリカ測定を行いました。 

初めて測定を行う産地様です。 



 

通常パプリカ赤・黄と、細長いパプリカが、赤・黄・橙が入っていました。 

箱の QR コードを開くと、細長い方は「パレルモ」 という品種である事がわかりました。 

 

パレルモパプリカは、スイートメガパプリカとも呼ばれています。 

イタリア・シチリア島原産の細長い形をした 

スイートペッパー（甘長トウガラシ）で、 

万願寺唐辛子のような細長く大きい形状で、 

唐辛子の仲間ですが辛味は一切なく、 

フルーツのような強い甘みがある と紹介がありました。 

 

【黄】 糖度:5.6度 硝酸態窒素濃度:検出せず 

【赤】 糖度:7.0度 硝酸態窒素濃度:1.4ppm 

 

【黄パレルモ】 糖度:5.8度 硝酸態窒素濃度:検出せず 

【赤パレルモ】 糖度:8.7度 硝酸態窒素濃度:2.3ppm 

【橙パレルモ】 糖度:8.3度 硝酸態窒素濃度:検出せず 

 

数値でもわかるように、パレルモの糖度は通常パプリカに近い、 

又はそれ以上の数値が検出されています。 

 

試食してみると、通常パプリカは肉厚で、 

パレルモは味が濃く、甘みと共に酸味も強くかんじられました。 

橙は、赤寄りの味です。 

 

これは、売り場でヒット商品になるかも知れません。 

--------------------------------------------------------------------------------  



■兵庫県産 李さんの丹波ピーマン 

 

兵庫県・李さんのピーマンを測定しました。 

品種は京なみです。初めて測定を行います。 

 

測定結果は、糖度:4.8度  

硝酸態窒素濃度:10.4ppm となりました。 

糖度数値、硝酸態窒素濃度共に、 

過去アルファー測定した 

高知県・山本さんのピーマンと近い数値となりました。 

 

 

■北海道産 無限樹さんのミニトマト・キャロル 10 

 

北海道・無限樹さんのミニトマト・キャロル 10 を測定しま

した。 

前回は昨年同時期、2025/7/15 に測定を行っています。 

 

【糖度】 7.4度➡7.1度 

少し控えめな数値です。 



トマトは高温が苦手で、夏は味が乗りにくく、 

7～9月は特に糖度が控えめになってしまいます。 

上記理由から、今回の数値も自然だと思われます。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

■岐阜県産 谷下さん 飛騨川とまと 

 

岐阜県・谷下農園さんのとまと を測定しました。 

前回は昨年冬、2025/10/2に測定を行っています。 

また、昨年同時期、 

2025/7/24 にも測定を行っています。 

 

【糖度】 6.6度➡6.2度 

前回、冬測定よりも数値が低くなっていますが、 

昨年同時期の測定数値が 6.2度 と、 

今回と同じ数値となっています。 

 

夏収穫、特に湿度が高い時期は、葉っぱからも水分を吸ってしまう為、 

実が大玉になる一方、味が薄くなってしまうのが挙げられます。 

ですので、寒暖差で甘みが増す冬収獲よりも数値が低くなることは、自然だと言えます。 

 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 



■岐阜県産 谷下さん 飛騨川 ミニトマト 

 

岐阜県・谷下さんのミニトマトを測定しました。 

谷下さんのミニトマトは、 

昨年同時期 2025/7/24 に測定を行っており、 

上記を参考にすると、今回のミニトマトは品種が 

エコスイートだと思われます。 

 

【糖度】 8.7度➡9.0度 

 

 

アルファーで過去測定を行ったミニトマトと比較すると、高い数値位置となっています。 

又、前回よりも高い数値となっています。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

・新登場 

          北海道産 有機栽培 坂本さんのメロン 

          北海道産 特別栽培 渡辺さんのミニトマト 

          岐阜県産        加藤さんの清見とまと 

          福井県産        吉村さんのとみつじゃがいも・キタアカリ 

          福井県産        吉村さんのとみつ栗南瓜 

           



・商品案内変更 

          岐阜県産 有機栽培 谷下夫妻の飛騨川トマト・・・価格変更。値下げ。 

          北海道産        今金原木生椎茸・・・休止。 

          宮崎県産        竹下さんの畑ごぼう・・・入数変更。40→36 

          兵庫県産 特別栽培 伊吹さんの淡路島玉ねぎ・・・価格変更。値上げ。 

          高知県産 特別栽培 西村さんの四万十源流赤生姜・・・特売終了。 

          中国産          産地トレース可能松茸・・・価格変更。値下げ。 

           

・終了 

          宮崎県産        郡司さんの三代ピーマン 

          宮崎県産        郡司さんの三代ジャンボピーマン 

          ニュージーランド産    防カビ剤不使用ライム 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新玉ねぎ 

          長崎県産 特別栽培 なんぶ新メークイン 

          沖縄県産 特別栽培 粟野さんのハワイパイン 

          福井県産        吉村さんのほっこり金時 

 

・８月新登場予定 

岩手県産 有機栽培 ＯＲＧＡＮＩＣにんにく・・・ｗ32 より新登場予定 

          香川県産 有機栽培 宮下さんのさつまいも・坂出金時・・・ｗ33 新登場予定 

          熊本県産 特別栽培 吉田さんのレモン・璃の香・・・ｗ33 より新登場予定 

          香川県産        佐々木さんの梨・豊水・・・ｗ34 より新登場予定 

          北海道産 特別栽培 フルーツ夢人参・メマンペッ・・・ｗ34 より新登場予定 

          北海道産 特別栽培 無限樹の栗南瓜・恋するマロン・・・ｗ34 より新登場予定 

          北海道産        和田農園・男爵・・・ｗ35 より新登場予定 

 

 



それでは、今週も御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 

 

 


